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JCCLS CRM-001e
膵型α…アミラーゼ (P…AMY)参考値

P―AMY活性測定は、抗S―AMY抗体添加 JCCLS α―アミラーゼ (AMY)の 標準操作法 (SOP)に よった。本法
は、AMY用 のJCCLSに よる酵素活性測定の標準操作法 (SOP)の R-1に、抗S―AMY抗体を添加した系である。
(文献参照)

〔P‐AMY参考値】
本ロット (JCCLS CRM-001c)の 参考値は下記の通 りである。

測定温度 (℃ )

37℃

拡張不確 か さ (U/L)・

5

参 考値 (U/L)

158

項 目名

P― AMY
* 不確かさの成分は、均質性 と実験誤差成分、校正に用いた標準物質の不確かさ、および安定性を含む

総合的な拡張不確かさ(包含係数 オ=2)と して示 した。

AMYについては、アイソエンザイムとしてP型 とS型 を含有する。さらに本品に添加されているAMYは、起源およびP/S比
の関係で、その反応性がヒトAMYと比較して、基質によっては±5%以上の差を生じることがある。
この場合は、補正して用いても良い。但し、使用にあたっては、原則として当該メーカーの指示に従う。
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